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今月生まれのわんぱくちゃん

応援して
第 回全国商船高等専門学校漕艇大会
カッターの部 月 日

予選スタート
広島商船高等専門学校学寮沖（矢弓区）
ヨットの部 月 日 ・ 日
契島周辺海域
広島商船高等専門学校では、カッター
部から 艇、ヨット部から 艇が出場し
ます。大会に向けて練習の真最中です。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

現
在
、
私
た
ち
が
消
費
し
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
石
油
・
石

炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
）
で
す
。
今

の
ペ
ー
ス
で
使
い
続
け
る
と
石
油

や
天
然
ガ
ス
は

世
紀
半
ば
に
、

石
炭
も
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
未
来

に
使
い
果
た
し
て
し
ま
う
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
問
題

近
年
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
大
量
の

二
酸
化
炭
素
な
ど
に
よ
る
地
球
の

温
暖
化
が
世
界
的
に
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、気
候

の
変
化
や
氷
河
の
融
解
、海
面
上

昇
な
ど
、
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、日
本
で
も
海
抜

エ地

の
低
い
と
こ
ろ
は
、や
が
て
水
没

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
題
解
決
へ
の
道

こ
の

つ
の
問
題
を
解
決
に
導

く
対
策
が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
）
と
新
エ

ネ
ル
ギ
ー（
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

の
導
入
推
進
で
す
。
太
陽
光
・
太

陽
熱
・
風
力
と
い
っ
た
環
境
に
や

さ
し
く
、
地
域
の
資
源
を
生
か
し

た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
本
町
で
も
こ
の

問
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、

大
崎
上
島
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
中
で
す
。

町
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
調
査

と
、
ど
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
れ

だ
け
あ
る
か
の
調
査
等
を
行
い
、

今
年
度
中
に
大
崎
上
島
町
に
適
し

て
い
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
決
め
て
、

導
入
の
基
本
方
針
等
を
立
て
ま
す
。

（
こ
の
事
業
は
独
立
行
政
法
人
新

問

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
の
補
助
を
受
け
て
い
ま

す
）新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ご

協
力
い
た
だ
い
た
団
体
、
施
設
、

町
民
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
企
画
課
）

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

自
然
の
力
を
利
用
し
た
り
、
今

ま
で
使
わ
れ
ず
に
捨
て
て
い
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使
っ
た

り
す
る
、
地
球
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
。
そ
れ
が
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
っ

て
、
石
油
や
石
炭
・
天
然
ガ
ス

な
ど
の
化
石
燃
料
の
消
費
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

伴
っ
て
二
酸
化
炭
素
等
の
排
出

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新

今、地球は

エネルギー問題 と 地球環境問題
大崎上島町地域新エネルギービジョンを策定します

私たちの生活には、石油や電気などのエネルギーが不可欠です。エネルギー
を大量に消費する現代の私たちの暮らしは、今、 エネルギー問題 と 地
球環境問題 という大きな つの問題に直面しています。大崎上島町でも、
この問題に取り組むこととして、動き始めました。

島の新エネルギー、何がいいかなぁ…





平
成

年

月

日
か
ら
、
新
た
に
次

の
区
域
の
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
と
な

り
ま
し
た
。
供
用
が
開
始
さ
れ
た
区
域
の

皆
さ
ん
に
は
、
敷
地
内
排
水
設
備
工
事
を

し
て
い
た
だ
き
、
公
共
下
水
道
に
加
入
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
お
願
い

受
益
者
分
担
金
の
納
入

受
益
者
分
担
金
は
、
公
共
マ
ス

個
あ

た
り

万
円
で
す
。

戸
の
家
屋
に

個

以
上
の
公
共
マ
ス
を
設
置
し
た
場
合
は
、

万
円

設
置
個
数
と
な
り
ま
す
。

建
物
敷
地
内
の
排
水
設
備
工
事

建
物
（
ト
イ
レ
・
台
所
・
風
呂
）
か

ら
公
共
マ
ス
ま
で
の
排
水
設
備
工
事

が
必
要
で
す
。（
個
人
負
担
）

水
洗
式
で
な
い
ト
イ
レ
は
排
水
処
理

が
で
き
な
い
の
で
、
水
洗
式
に
改
造

を
お
願
い
し
ま
す
。（
個
人
負
担
）

・

の
工
事
は
町
指
定
工
事
店
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
別
表
）

町
下
水
道
へ
の
接
続
は
、
供
用
開

始
区
域
と
な
っ
た
日
か
ら

年
以
内

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
（
大
崎
支
所
内
）

大崎上島町排水設備指定工事店

登録番号 指定工事店名 住 所 電 話
栄 山 建 設 大崎上島町木江
吉 田 建 設 沖浦

信 谷 建 設 明石
木 村 設 備 大串
ぶ ん だ 中野
オ オ サ キ 中野

金 島 設 備 沖浦
佐伯プロパン 東野
二 興 商 事 中野
中 野 建 設 中野
小川工務店 中野

木本電気工事店 中野
上島開発興産 中野
八 崎 建 材 東野
河 本 建 設 中野
吉岡鉄工所 中野

オ ッ ケ イ 大串
樽 本 建 設 原田
有 田 建 設 中野
中国工業開発 竹原市西野町
十和工務店 大崎上島町中野

アサノ総合住設 本郷町本郷
ト モ タ ニ 竹原市竹原町

登録番号 指定工事店名 住 所 電 話

住宅用 熱
高度利用システム補助制度
対 象 集熱器の総面積 までの

ソーラーシステムを設置さ
れる方

補助金額 集熱器の総面積に応じて。
で約 万円、 で約
万円（型式により差が

あります）なお、住宅以外
の建物に設置する場合（公
共施設は除く）も対象にな
る場合があります。

財団法人新エネルギー財団太陽熱利
用部 ホーム
ページアドレス

住宅用 熱
高度利用システム補助制度
対 象 集熱器の総面積 までの

ソーラーシステムを設置さ
れる方

補助金額 集熱器の総面積に応じて。
で約 万円、 で約
万円（型式により差が

あります）なお、住宅以外
の建物に設置する場合（公
共施設は除く）も対象にな
る場合があります。

財団法人新エネルギー財団太陽熱利
用部 ホーム
ページアドレス

太陽
公衛協だより

脱温暖化の島づくりの一環として アイドリング・ストップキャ
ンペーン を、 月 日 の白水港（ 月号で紹介）に続いて、
月 日 、大西港、垂水港で実施しました。 日間、朝と夕の延
時間に呼びかけた車は 台、フェリー待ち駐車時間 台につき約
分として、 は 削減できました。地球は、この 年間に気
温が約 の上昇をし、 年後には 上昇すると言われ
ています。
待っている車の運転手さんに声をかけると、気持ちよく協力して

くださり、ありがとうございました。日々の暮らしのなかで、少し
でも意識して 削減に努めてくださいますようにお願いします。
また、 節電トライアル 下期（ 月・ 月）が始まります。上

期に参加していない人もご協力ください。脱温暖化に向けて、町民
一人ひとりが意識を深めましょう。

脱温暖化プロジェクト リーダー 梅沢 恵子

特定環境保全公共下水道事業 大崎処理区供用開始区域



JAZZ FESTA
MALTA with SUPER PIANO TRIO

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

（
中
野

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ

内
）

ジャズ四重奏 サックス ピアノ 福田重男
ウッドベース 上村 信 ドラム

とき 月 日 開場 開演
料金 円 当日 円
主催 大崎上島文化センターイベント実行委員会
チケットのお求め 大崎上島文化センター（土・日は情報プラ
ザ・エルで）、東野公民館、木江公民館

ジャズ四重奏

【プロフィール】
年 月生まれ 鳥取県 本名 丸太良昭（マルタヨシアキ）
歳からサックスを吹き始める。 年より故阪口新氏に師事。 年に

東京芸術大学音楽学部卒業後、バークリー音楽院に留学。その後、マー
サー・エリントン楽団等、チャールズ・ミンガス、ジャック・マクダフ等
と共演。 年に名門ライオネル・ハンプトン楽団に迎えられ、リードア
ルト兼コンサートマスターとして世界中を回る。 年、自分の音楽を求
めて帰国。 年デビューアルバム を発表。 年にはアルバ
ム スパークリング で第 回日本ゴールドディスク大賞を受賞。続く
ハイプレッシャー が大ヒットアルバムとなる。その後も日本フュー

ジョン・シーンをリードし続けている。 年、デビュー 周年。パワー
みなぎるキャラクターでテレビ・ラジオへの出演や執筆など幅広い活動
を繰り広げている。

ト ミ ー ・ キ ャ ン ベ ル

こ
ん
な
小
さ
な
島
に
よ
く
来
た
な
あ
、
と
お
ほ
め
を

い
た
だ
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
世
界
一
流

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
、
何
人
も

ホ
ー
ル
神
峰

に
お

迎
え
し
て
き
ま
し
た
。
な
か
に
は
島
外
か
ら
泊
ま
り
が

け
で
聴
き
に
来
る
人
も
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
か
ら
く

ま
な
く
顔
が
見
え
る

席
と
い
う
こ
ぢ
ん
ま
り
と

し
た
ホ
ー
ル
は
演
奏
家
に
も
好
評
で
、
ド
ラ
マ
ー
の
神

保
彰
（
一
昨
年

月
公
演
）
も
音
楽
雑
誌
に
大
崎
上
島

公
演
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

今
回
の

は
、

年
く
ら
い
前
、
私
が
学

生
の
こ
ろ
、
既
に
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ブ
ー
ム
の
カ
リ
ス
マ

的
存
在
で
し
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ジ
ャ
ズ
に
ポ
ッ
プ

ス
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
で
な
く
て
も
わ

か
り
や
す
く
楽
し
め
る
音
楽
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
そ

ん
な

と
組
ん
で
い
る
四
重
奏
団
の
メ
ン

バ
ー
も
ま
た
一
流
で
す
。
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
人
は

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
魅
力
に
ふ
れ
る
の
も
よ
い
し
、
ウ
ッ

ド
ベ
ー
ス
は
、
な
か
な
か
身
近
に
見
る
機
会
の
な
い
楽

器
で
す
。
打
楽
器
を
や
っ
て
い
る
若
者
に
ド
ラ
ム
は
必

見
で
し
ょ
う
。

で
聴
く
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
プ

レ
イ
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
も

か
く
、
い
い
演
奏
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
空
気
に

ふ
れ
る
こ
と
が
、
理
屈
抜
き
に
い
い
と
思
い
ま
す
。
演

奏
会
は
、
演
奏
者
と
聴
衆
の
息
が
合
う
ほ
ど
に
盛
り
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
ん
な
演
奏
会
に
な
る
か
、
私
は

今
か
ら
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

一
流
に
ふ
れ
て

森
下
立
身
さ
ん（
東
野
）

今
年
度
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
と
も
言
え
る
マ
ル
タ
。
そ
の
魅
力
と
今
回
の
公
演
へ
の
期
待

に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
委
員
の
森
下
立た

て

身み

さ
ん
（
東
野
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
森
下
さ

ん
は
、
自
ら
ベ
ー
ス
奏
者
で
あ
る
と
と
も
に
、

月
の
大
崎
な
ぎ
太
鼓
保
存
会

周
年
公
演
で
は
舞
台
総

監
督
を
務
め
る
な
ど
、
ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ホ
ー
ル
神
峰
を
支
え
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
神
峰
の

す
ご
い
と
こ
ろ
は
、

町
民
が

お
ら
が

ホ
ー
ル

と
し
て

運
営
や
機
材
管
理

に
か
か
わ
っ
て
い

る
こ
と
。
町
に
、

音
響
や
照
明
や
舞
台
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
で
き
る
人
材
が

あ
る
と
い
う
の
は
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
公
演

な
ど
は
専
門
家
が
同
行
し
ま
す
が
、
普
段
使
う
と
き
い

ち
い
ち
業
者
を
呼
ん
で
い
た
の
で
は
経
費
も
莫
大
に
な

り
、
利
用
も
制
限
さ
れ
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
に
気
軽
に

頻
繁
に
町
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ル
は
近
隣
で
も

珍
し
い
で
す
。
今
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
に
は
、
長

い
年
月
を
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
土
壌
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、

町
の
青
年
団
活
動
の
中
で
音
楽
好
き
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、
島
の
音
楽
祭

ア
イ
ラ
ン
ズ

サ
ウ
ン
ズ

を
立
ち
上
げ
る
う
ち
に
、
リ
ー
ダ
ー
を
は

じ
め
人
材
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
な
ど
も
そ
こ
で

育
て
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
そ
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
も
、
と
大
崎
上
島
駅
伝
が
始
ま
っ
た
の
で
し

た
。
し
ん
ど
さ
も
あ
る
け
れ
ど
遂
げ
た
と
き
の
喜
び
は

何
も
の
に
も
換
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
若
い
人

た
ち
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
委

員
・
音
楽
協
会
会
員
）

音楽はなくてはならな
いもの。ジャンルを越
えてなんでも聴きます



北
は
北
海
道
、
登
別
温
泉
の
地

獄
谷
を
守
る
鬼
に
は
じ
ま
り
、
有

名
な
も
の
に
は
秋
田
の
な
ま
は
げ
、

伊
賀
上
野
市
の
鬼
行
列
（
国
の
重

要
無
形
文
化
財
）、
京
都
府
大
江

町
の
酒
呑
童
子
、
桃
太
郎
伝
説
で

知
ら
れ
る
総
社
市
の
鬼
城
の
鬼
等
、

南
は
千
有
余
年
続
い
て
い
る
鹿
児

島
の
鬼
追
い
祭
ま
で

団
体

人

が
参
加
し
、
広
島
県
内
か
ら
は
地

元
神
辺
町
、
島
引
き
鬼
の
大
柿
町

と
大
崎
上
島
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
が
鬼
伝
説
に
親
し
み

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
し
た
り
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
地
域
お
こ
し
に

役
立
た
せ
た
り
し
て
い
る
自
治

体
・
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
は
、

鬼
サ
ミ
ッ
ト

の
将
来

町
づ
く
り
と
活
動
資

金
の
確
保

後
継
者
の
確
保
と

育
成
、
の

つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
討
議
し
た
後
、
全
体
で
宣
言

文

参
加
地
域
の
不
変
の
友
情
と

連
携
を
確
認
し
、
地
域
に
住
む
鬼

と
人
と
を
愛
し
、
ふ
る
里
を
元
気

に
す
る
活
動
を
進
め
て
い
く

を

採
択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
主
催
は
、
神
辺
町

商
工
会
青
年
部
。
神
辺
町
で
は
、

八
丈
岩
の
鬼
の
足
跡

の
伝
説

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

年
前
に
商

工
会
の
青
年
部
が
鬼
伝
説

青
鬼

の
権
と
赤
鬼
の
八

を
創
作
し
、

今
で
は
権
と
八
は
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
保
育
園
・
幼
稚
園
の
ダ
ン

ス
に
な
り
、
太
鼓
に
作
曲
さ
れ
、

ま
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
町
の

イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
回
の
大
会
の
た
め
に

再
編
し
た
大
崎
上
島
の
二
つ
の
鬼

伝
説
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
内
で
は
、
各
地
の
特
産
品
が

持
ち
寄
ら
れ
、
大
崎
上
島
か
ら
は
、

こ
の
伝
説
を
記
し
た
紙
に
包
ま
れ

た
旬
菜
ひ
ろ
ば
玉
手
箱
の
上
島
銘

菓

瀬
戸
の
恋
路

を
紹
介
・
販

売
し
ま
し
た
。
大
崎
上
島
の
鬼
さ

ん
も
そ
ろ
そ
ろ
目
を
覚
ま
し
て

島
お
こ
し

に
活
躍
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

記
・
金
原
兼
雄

月

日

日
、
神
辺
町
で
の
全
国
鬼
サ
ミ
ッ
ト
に
、
郷
土
史
研
究
家

の
金
原
兼
雄
さ
ん
が
参
加
し
て
大
崎
上
島
の

神
か
ん
の

峯み
ね

鬼
が
嶽

と

草

木
の
地
獄
谷
の
鬼
伝
説

を
紹
介
し
ま
し
た
。
金
原
さ
ん
は
、
波
紋
を
創

る
会
の
会
員
で
、
こ
の
島
の
様
々
な
魅
力
を
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
捉
え

て
内
外
の
多
く
の
人
に
知
ら
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
よ
り

広
島
県
農
業
会
議

周
年
記
念

式
典
で
、
大
崎
上
島
町
農
業
委
員

会
委
員
が
多
年
に
わ
た
る
農
業
の

振
興
と
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に

対
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
農
業
会
議
会
長
表
彰

大
成
俊
彦
、
西
田
秀
夫
、

平
本
達
雄
、
丸

貢
、

檜
山
幸
信

広
島
県
農
業
会
議
会
長
表
彰

藤
原
睦
弘
、
稲
田

公

税
務
課
よ
り

月
の
納
期

国
民
健
康
保
険
税
第

期
、
介

護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
第

期

の
納
期
限
は
、

月

日

で
す
。

月
の
納
期

如
水
館
中
学
・
高
校

吹
奏
楽
部
、
再
び

月

日

、

時
開
演

入
場
無
料

一
昨
年

月
、

子
ど
も
た
ち

に
音
楽
を

と
大
崎
町

連

合
会
が
招
い
て
演
奏
会
を
開
催
し
、

大
変
好
評
で
し
た
。
今
回
の
公
演

は
、
同
部
の

ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ

プ
コ
ン
サ
ー
ト
を
大
崎
上
島
町
の

ホ
ー
ル
神
峰
で

と
い
う
こ
と
で

実
現
し
た
も
の
で
す
。
同
部
は
、

近
年
連
続
し
て
広
島
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
、
中
国

大
会
で
入
賞
等
、
実
績
と
実
力
の

あ
る
部
で
す
。
ま
た
、
打
楽
器
等

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
も
優
秀
な
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。

部
員
の
小
川
依
里
さ
ん
（

年

生
）
は
、
大
崎
中
学
校
の
卒
業
生
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏
し
ま
す
。

産
業
祭
は
来
年

月

第

回
大
崎
上
島
町
産
業
祭
は
、

年

月

日

・

日

に
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
中
野

小
学
校
周
辺
で
す
。

町の紹介で 大崎上島町には日本一が つあ
ります と言うと、会場からくわしく教えて
くれという声が次々と上がりました

第 回すみれ祭り
年 月 日・ 日、

姉妹町をお迎えして
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HIGH SCHOOL REPORT

広島商船高専は 月 日 に、中学生とその保護
者及び中学校の教職員を対象に、オープンキャンパ
ス 一日体験入学 を実施した。
当日は、広島県内はもとより、遠方は大阪や愛媛

から計 名の参加があり、土屋副校長から歓迎の挨
拶及びスケジュール説明の後、参加者は商船学科、
電子制御工学科、流通情報工学科の 学科のうち、
希望する 学科の授業を受けた。高専の生の講義を
体験し、参加者は皆真剣な眼差しで、熱心に教員の
話に耳を傾けていた。
また、学生食堂での昼食や図書館、学生寮などの

見学を行い、秋晴れの中、参加者は思い思いに高専
のキャンパスを楽しみ、進路についての考えを深め
ていた。

月 日、社会福祉実習の授業選択者が、円山先
生を講師に招いて 医学の基礎知識 という講座を
受講しました。講座では応急処置の意義と重要性に
ついて講義を受け、その後ダミーを使って心肺蘇生
法の実習を行いました。受講した生徒は 実際の場
面ですぐに体が動かせるようになるまで修得した
い と終始、真剣な表情でした。

オープンキャンパス 心肺蘇生法を学習

ぬ
け
ぬ
け
と
男
で
い
よ
う

内
田

春
菊

十
津
川
警
部

故
郷西

村
京
太
郎

永
遠
の
朝
の
暗
闇

岩
井
志
麻
子

介
護
入
門

モ
ブ
・
ノ
リ
オ

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
く
れ
た
贈
り
物

佐
々
木
華
子

愛
細
胞
分
裂

い
し
い

め
ぐ
み

ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ

矢や

口ぐ
ち

史し

靖の
ぶ

バ
ツ

ゲ
ー
ム

山
田

悠
介

ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク

村
上

春
樹

愛
す
る
能
力

瀬
戸
内
寂
聴

風
の
組
曲

阿あ

刀と
う

田だ

高
た
か
し

つ
く
し
の
会

絵
本
の
読
み
語
り

時

分

「
り
ん
ご
が
食
べ
た
い

ね
ず
み
く
ん
」
他 開館時間

月 日 月 日の休館日休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

月 日町民体育大会（大崎大会）の職域リレー
に今年も本校教職員チームが出場しました。
秘密特訓の甲斐なく、予選敗退となりましたが 来

年はリベンジを と、今から燃えています。

職域リレーでハッスル

走高跳で高校 冠
大崎海星高校 年生久保正幸君が、 月 日、広島

県高等学校新人陸上競技大会（走高跳）で、
を跳び優勝しました。これで久保君は今年度の県総体、
県選手権、県新人の タイトルを得たことになります。

校長先生もハッスル

真剣な表情で受講する生徒たち

二人の意気は？

写真右から久保正幸君、松本幸市君（広島商船高専・卓球）、
大下エリカさん（同）。町民体育大会（大崎）のスポーツ表彰で



今
年
の
春
休
み
、
私
の
周
り
を

嵐
が
舞
い
ま
し
た
。
静
か
な
嵐

だ
っ
た
け
ど
、
私
は
命
に
つ
い
て

初
め
て
向
き
合
う
事
が
で
き
ま
し

た
。
悲
し
み
と
共
に
深
い
教
訓
を

残
し
て
く
れ
た
嵐
と
は
大
祖
母
の

死
で
す
。

大
祖
母
と
い
う
の
は
、
私
の
母

の
母
の
姉
の
事
で
す
。
八
十
一
歳

で
車
い
す
だ
け
ど
、
元
気
で
い
つ

も
笑
顔
の
温
か
い
大
祖
母
で
し
た
。

一
度
脳
梗
塞
で
倒
れ
て
入
院
し
、

退
院
後
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
明
る
く
な

ご
や
か
な
ホ
ー
ム
で
、
大
祖
母
は

得
意
な
日
本
刺
繍
や
習
字
を
楽
し

み
な
が
ら
、
快
適
に
暮
ら
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

大
祖
母
は
戦
争
未
亡
人
で
す
。

子
ど
も
を
授
か
っ
た
事
が
な
く
、

満
州
の
モ
ー
カ
ト
ン
と
い
う
所
で

軍
人
だ
っ
た
ご
主
人
を
亡
く
し
、

命
か
ら
が
ら
日
本
に
引
き
揚
げ
て

き
た
そ
う
で
す
。
髪
を
短
く
刈
り

上
げ
男
装
し
て
、
朝
鮮
の
三
十
八

度
線
を
越
え
、
や
っ
と
の
思
い
で

日
本
に
た
ど
り
着
い
た
時
、
実
家

が
あ
る
神
戸
は
、
大
空
襲
の
直
後

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
大
空
襲

で
家
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
何
と
か
祖
母
と
巡
り
会
え
た

そ
う
で
、
そ
の
時
の
事
を
、
祖
母

は
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

奇
跡
が
起
き
た
の
よ
。
あ
の

混
乱
の
中
で
会
え
た
な
ん
て
。
坊

主
頭
で
ひ
ど
く
や
せ
て
い
て
、
美

し
か
っ
た
姉
と
は
と
て
も
思
え
な

い
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

ど
ん
な
に
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

か
。

と
。
で
も
、
そ
の
時
大
祖

母
は
ひ
ど
い
高
熱
で
、
倒
れ
る
寸

前
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
祖
母
は
、

大
祖
母
を
荷
車
に
乗
せ
、
神
戸
大

学
付
属
病
院
ま
で
引
っ
張
っ
て
行

き
ま
し
た
。
大
空
襲
直
後
な
の
で
、

病
院
の
中
は
、
怪
我
を
し
た
人
々

が
ひ
し
め
き
合
い
、
辺
り
一
面
汚

物
で
汚
れ
、
惨
懺
た
る
あ
り
さ
ま

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、

大
祖
母
は
腹
膜
炎
と
診
断
さ
れ
、

緊
急
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
麻
酔

等
ほ
と
ん
ど
足
り
な
い
状
態
で
、

手
術
中
、
大
祖
母
の
絶
叫
が
廊
下

に
も
響
き
渡
り
、
祖
母
は
両
手
で

耳
を
ふ
さ
ぎ
、
必
死
で
祈
り
続
け

て
い
た
そ
う
で
す
。
十
名
ほ
ど
の

お
医
者
さ
ん
が
、
大
祖
母
の
手
術

に
あ
た
り
、
で
き
る
限
り
の
治
療

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
大
祖

母
は
命
を
と
り
と
め
ま
し
た
。
大

命兵
庫
県
・
姫
路
市
立
山
陽
中
学
校

三
年

折
笠

舞

い
。
頑
張
っ
て
練
習
し
て
き
ま
す
。

と
答
え
る
私
達
。
私
達
の
方
が
、

元
気
と
や
る
気
と
何
か
温
か
い
感

動
を
い
た
だ
い
て
、
家
路
に
つ
く
の

が
毎
回
の
事
で
し
た
。
今
年
の
春

休
み
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
た

め
練
習
し
て
い
る
最
中
、
大
祖
母

が
病
の
床
に
つ
き
ま
し
た
。
脳
梗

塞
が
進
み
、
右
足
を
太
股
か
ら
切

断
と
い
う
大
手
術
を
受
け
、
そ
れ

で
も
気
丈
夫
に
、
私
達
の
演
奏
会

ま
で
に
は
退
院
す
る
、
と
頑
張
っ
て

い
た
の
で
す
が
…
。
大
祖
母
の
八

十
二
歳
の
誕
生
日
、
病
室
で
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
母
と
歌
っ
て
お

祝
い
し
て
あ
げ
た
夜
、
静
か
に
息

を
引
き
取
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ね
。

が
私
へ

の
最
後
の
言
葉
で
し
た
。

そ
し
て
大
祖
母
は
、
愛
情
一
杯

だ
け
ど
、
つ
ら
い
遺
言
状
を
残
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、

自
分
の
身

体
を
献
体
に
し
て
ほ
し
い
。

と

い
う
も
の
で
し
た
。

自
分
の
命
は
、
多
く
の
人
々

に
よ
っ
て
、
守
ら
れ
支
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
命
が
尽
き
た
時
、

何
か
人
の
お
役
に
立
つ
事
が
で
き

る
な
ら
、
生
命
と
い
う
神
秘
に
、

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
な
ら
、
こ

ん
な
に
嬉
し
い
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。

と
い
う
内
容
で
し
た
。
皆

が
驚
き
、
涙
に
く
れ
ま
し
た
が
、

最
後
に
祖
母
が

姉
の
気
持
ち
を
、

く
ん
で
や
っ
て
。

と
、
ポ
ツ
リ

と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

私
は
思
い
ま
す
。
大
祖
母
ほ
ど

命
の
尊
さ
を
知
っ
て
い
る
人
間
は

い
な
か
っ
た
の
だ
、
と
。
命
を
粗

末
に
す
る
人
々
が
多
い
現
代
は
、

ど
こ
か
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
悲
惨
な
時
代
を
必
死
で
生
き

抜
い
て
き
た
大
祖
母
に
と
っ
て
の

命
の
重
み
は
、
私
達
の
想
像
を
遙

か
に
超
え
た
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
亡
く
な
っ
た
後
も
、
人

類
の
命
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す

る
大
祖
母
の
姿
か
ら
、
私
は
命
の

尊
さ
を
、
深
く
深
く
学
び
ま
し
た
。

こ
の
春
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、

大
祖
母
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
私
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
、
少
し
で

も
多
く
の
人
々
に
生
き
る
喜
び
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
り

た
い
と
、
強
く
思
い
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
に
よ
り
人
権
尊
重
思
想
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
代
を
担
う
中
学
生
に
、

人
権
尊
重
の
重
要
性
、
必
要
性
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

命

は
、
そ
の
入

賞
作
文
で
す
。

祖
母
は
、
終
生
、
祖
母
と
お
医
者

さ
ん
の
こ
と
を
、

命
の
恩
人

だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
祖
母
は
祖
母
と
仲

良
く
助
け
合
い
な
が
ら
、
一
人
で

お
だ
や
か
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

私
の
母
を
娘
の
よ
う
に
、
私
と
私

の
姉
を
本
当
の
孫
の
よ
う
に
か
わ

い
が
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
が
小
学
五
年
生
の
時
、
大
祖

母
は
老
人
ホ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
毎
年
、
私
は
母
と
、
母

の
レ
ッ
ス
ン
生
と
一
緒
に
、
ホ
ー

ム
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
童
謡
や

歌
曲
を
合
唱
し
た
り
、
バ
レ
エ
を

踊
り
な
が
ら
小
さ
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
演
じ
、
ホ
ー
ム
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
達

の
演
奏
を
大
祖
母
を
含
め
ホ
ー
ム

の
方
々
は
大
歓
迎
で
、
私
達
と
一

緒
に
歌
っ
た
り
、
中
に
は
、
昔
を

し
の
ん
で
涙
で
一
杯
に
な
り
な
が

ら
声
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
の
方
々
の
様
々
な

涙
を
見
る
度
、
私
は
感
激
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
本
当
に

よ
か
っ
た
。
と
思
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。
次
も
来
て
ね
。

き
っ
と
よ
！

と
言
わ
れ
る
度
、
は



消
費
生
活
情
報

内職・モニター商法 確実に収入はあるの？内職・モニター商法 確実に収入はあるの？

【事例】
自宅で家事の合い間に写し書き、 日 枚で平均手数料 万円から という新聞の折り込み広告を見て、

これなら自分にもできると思い、業者に電話しました。
話によると、文字のうまい下手は関係なく 浄水器の推薦文を書いてもらうため、浄水器を購入し、特約店

契約をしてもらう。浄水器の代金はクレジットを使えば、毎月の内職収入で支払える と言われ契約しました。
しかし 枚の写し書きを か月間しても約束の収入になりません。浄水器を引き取ってもらい、契約を解

除したいのですが。

お金のかかるものには注意を
これは、内職紹介をえさに浄水器を買わせる悪質な商法の つです。
在宅で仕事をしませんか モニターになったら報酬があります などと言葉巧みに誘い、商品・サービ

スを購入させ、肝心の収入はほとんど得られないというのがこのような業者の手口です。
特定商取引法により、 日間はクーリング・オフ （無条件解約）できますが、被害にあわないためにも、

業者のセールストークをう呑みにせず、パンフレットや契約書で仕事提供の有無、収入の裏付けを確認しましょ
う。

クーリング・オフ…訪問販売、通信販売等の品物の購入に関しては、契約の日から 日以内に書面により解
約通知をしなければなりません。

消費生活相談窓口
竹原市役所 階 消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

火・木曜日 奇数月の第 金曜日

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

つ
の
ポ
イ
ン
ト

つ
の
習
慣

寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

つ
の
対
策

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
使

用
す
る
。

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

な
お
、
こ
の
運
動
期
間
中
、
東

野
小
木
江
小
中
野
小

年
生
が

描
い
た
消
防
自
動
車
の
絵
が
、本

支
所
ロ
ビ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

き
い
て
み
て

月

日

日
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

月

日

日
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

横浜霊園（町共同墓地）を貸し付けます
大崎上島町共同墓地の貸し付け区画を一般公募します。
．所 在 地 大崎上島町中野字横浜
．貸付区画 区画（区画番号 ）
．貸付価格 円（永代）
．区画面積 区画 （ ）
．申込期限 平成 年 月 日
希望者が多い場合は抽選とします。

申し込み・問い合わせ先
保健衛生課 （木江支所内）



月 日 、木江保健福祉センター
で、第 回大崎上島町健康福祉まつり
が開催されました。主催は町社会福祉
協議会。約 人が訪れ、 足の裏健康
測定や血管年齢測定 、 血圧測定・体
脂肪測定 、 栄養相談 、 栄養を考え
た食事 など、いつまでも生き生きと
暮らすためのいろいろなコーナーに参
加していました。岬めぐりウォーキン
グ（ ）も合わせて開催。福祉関
係等諸団体のバザーやイベントなど、
町民と保健・福祉関係者が集い楽しい
一日となりました。

生
き
生
き
暮
ら
そ
う

大崎上島町社会福祉協議会

月 日 、沖浦地区で恵美須神社
秋祭が行われました。（毎年 月の第
日曜日に行っています）朝、神殿で

巫女の舞ののちご神体を乗せた御座船
が木江中学校沖のお旅所へ向かいます。
午後には 隻の船が繰り出し、沖浦沖
で 回の競漕を勇壮に繰り広げました。
この日は、瀬戸内おさんぽクルーズの
一行が寄港し、漁港公園はいっそう賑
わいました。競漕後、見に来られた皆
さんへと、地元から直

なお

会
らい

の菓子等がふ
るまわれました。

秋
の
風
を
切
っ
て

沖浦区

月 日 、日吉神社大祭（原田）
が行われました。太鼓に小・中学生の
吹きはやし、稚児行列が練り歩き、参
道の急な石段を駆け上がる神輿や、保
存会による獅子舞が見せ場ですが、境
内では、例年、わたがしや金魚すくい
など、高齢化や少子化にめげず地元の
祭りを盛り上げたいという有志 日吉
神社フェスティバル実行委員会 の皆
さんによる露天が並びます。当日は好
天に恵まれ、地区内外の子どもたちや
家族連れなどで賑わいました。

原田区

ゆっくりが、ぜいたく
大崎花の里（中野 代表松浦二郎さん）に、れんが積みのピザ窯が完成

しました。 一枚のピザを食べるために、薪を割り、最低 時間かけて窯をあた
ため、粉をこね、発酵させ、具を用意し、ぱりっと焼き上げて、語らいながらゆっ
くりと食べる。おいしくて、これが最高のぜいたく。島のみなさんにぜひ使って
いただき、ゆっくりのよろこびや楽しさを体験していただきたいですね。特に子ど
もたちに と松浦さん。 人の集まりも可。

祭
太
鼓
に
吹
き
は
や
し



月 日
《 》

《日本語》
月 日に、夫と私は 大崎の運動会に参加しまし

た。私たちは素晴らしくて新しい経験をしました 私
は来年もまた参加できることを願います。カナダでは、
町全体がこのような何かをすることは非常に稀です。
通常、会社のピクニックと小学校だけがこのような行
事を行っています。

月 日は同じくカナダでも休日で、カナダの感謝
祭でした。これは秋の収穫に感謝する日です。家族と
一緒に過ごすため故郷に戻り、多くの人々がそれを祝
います。私の母はいつも秋の葉や花と小さいパンプキ
ンで特別な花を飾ります。それからみんなで夕食を準
備するのを手伝います。夜は、七面鳥、野菜、マッシュ
ポテト、クランベリー、ワインとパンプキンパイをたっ
ぷりといただきます。よく私たちは食べ過ぎたり飲み
過ぎたりします 私の家族は、食事を終えてから、ボー
ドゲームをし、時々は友人の家へ焚き火をしに行きま
す。素晴らしい休日です メーガン

中野の秋祭にも参加しました
月 日、第 回豊田・竹原中学校英語暗唱大会が

竹原市勤労青少年ホームで開催されました。東野中学
校では、生徒 人（ 年 上

うえ

谷
たに

明
あ

日
す

美
み

、 年 下
しも

末
すえ

歩
あゆみ

、
年 岩本亜衣、眞木晶

まさ

子
こ

、森本晃平）が出場し、
年生（グループ発表）と 年生が個人 位、団体 位
の成績を修めました。 月半ばから練習を始め、夏休
みには、それぞれが家で を聴いて覚え、学校では
クラブ活動の後で汗だくになりながら練習しました。
当日は、落ち着いて日ごろの練習の成果を発揮できま
した。
また、 年生個人 位に木江中（泉敬太、堀雄一郎）

が入賞。入賞者は、 月 日の県大会（本郷町）に出
場します。敬称略。

英語で、ひかる

中
学
生



保健衛生課（木江支所内） ・

大腸は約 の長さがあり、結腸と直腸肛門から

なる管空臓器で、胃、小腸で消化吸収された残りの

腸内容物をため、水分を吸収しながら大便として排

泄するはたらきがあります。大腸癌は大腸のどの部

位にもできますが、肛門に近いがわの大腸である

状結腸と直腸が大腸癌の好発部位です。大腸癌は、

日本人に増加傾向が著しく、毎年約 万人が罹患し、

世紀中に大腸癌による死亡は、男性では肺癌、肝

臓癌に次いで 番目、女性では 番目に多くなると

推定されています。発見が遅れれば、肺、肝臓、リ

ンパ節や腹膜などに切除困難な転移がおこりますが、

早い時期に発見すれば、大腸癌は内視鏡的切除や外

科療法により完治可能です。

大腸癌の初期は、自覚症状がないため、 才以上

県立安芸津病院 （ ）

外科 馬場 信年 先生 大腸癌のおはなし

になったら早期発見のための定期健診を受けること

が大切です。県立安芸津病院外科では、便潜血反応

にくわえ、大腸カメラが楽に受けられるよう注射で

軽く麻酔し、痛みがない方法（無痛法）の検査を採

用しています。手術も早い時期の癌には、腹腔鏡を

使って、 程度（盲腸の創よりやや大きい程度）

の創で手術し、術後の痛みや癒着を軽減し、美容も

考慮した手術法でおこなっています。

便秘や下痢、便が細い、便に血が混じるなどの症

状のある方は、早めに専門医を受診されることをお

勧めします。症状のないかたや、血圧や糖は診ても

らっているけど腸の検査をしてないかた、 胃は検

査したけど腸は…… というかたも、早期発見に有

効な検診を受けられることをお勧めします。

精 神 保 健 福 祉 相 談 の ご 案 内

精神科医による相談日（毎月第 金曜日）

と き 月 日
ところ 東広島地域保健所
要予約（前日の午前中までに）

精 神 保 健 福 祉 相 談 員 に よ る 相 談

電話で、面接で、随時受け付けています。
相談・予約・問い合わせ先 東広島地域保健所保健課

内線

ひきこもり相談は 月 日です。

精 神 保 健 福 祉 相 談 の ご 案 内

精 神 保 健 福 祉 相 談 員 に よ る 相 談

精神科医による相談日（毎月第 金曜日）

専門医による歯並びのお話
近頃は食べ物も柔らかくなり、あごが
発達せず大人の歯が並びきらないこと
があります。歯列を気にかける人も増
えてきました。そんなこんなで、歯の矯
正装置をつけている人をよく見かける
ようになりました。そこで、矯正治療っ
てどんなものがあるのか、いくらぐらい
かかるか、いくつになったら治療をは
じめられるのか等、矯正歯科医療につい
てのお話の会を開催します。
日時 月 日
場所 竹原市保健センター
講師 小跡歯科医院

小跡清隆先生（矯正歯科）
問い合わせ・申し込み先
竹原・豊田地区歯科衛生連絡協議会
事務局
担当 山根
託児希望の方は、申し込み時に申し
出てください。

小さな命を大切に
・動物は愛情と責任を持って終生飼いましょう。

・飼い犬の登録と狂犬
病予防注射は必ず受
けましょう。
・犬の放し飼いはやめ
ましょう。

写真
どうぶつ愛護のつどい
小雨模様のなか、たく

さんの人々が訪れました。



Healthy Island

良質のたんぱく質が豊富でビタミン の供給源に最適の豚肉はいかがでしょう。牛肉と比べると約 倍のビタミン が
含まれています。
ビタミン は糖質の代謝や神経の働きに関係しているため、イライラを防ぎ疲労回復に効果があります。その豚肉と抗酸
化物質をたっぷり含んだ食材を組み合わせてみました。
紅茶に含まれる フラボノイド は、紅茶、緑茶の他、リンゴ、玉ねぎなどの食物中にある特定の植物性成分です。又つけ

合わせの小松菜、プチトマトに含まれる カロテノイド は、緑黄色野菜、その他の野菜、豆類、いも類、果物などに含まれ
る植物性成分です。どちらも抗酸化物質として健康を維持する効果があると考えられています。
ティータイムに飲む紅茶も格別ですが、今回はその紅茶を料理に使い、香りも楽しめる癒し系の一品です。

ウォーキングのススメ
スポーツの秋ですね。皆さん、運動していますか？運動は肥満や高血圧、高脂血症などの生活習慣病といわれ

る病気予防や症状の改善に役立ち、体力と病原菌に対する抵抗力を強化し、老化・痴呆の予防、気分転換など、様々
な効果が期待できます。さあ、運動したくなられた方 これから何かを始めたい・・・ と思っておられる方、
ぜひ、ウォーキングを始めてみてください。
ウォーキングは、誰もが日常生活の中で手軽に、安全にできる運動です。からだの筋肉の約 割を使う全身運
動で、心臓や肺の機能を高め、脂肪を燃焼させ、ストレス解消にも役立ちます。

【ウォーキングを始めるあなたにアドバイス…】
頻度 週 回くらいからスタート。できれば毎日に。
速度 軽く汗ばむ程度。
歩幅 いつもより少し大股に。
時間 約 分を経過したころから脂肪の燃焼が始まります。できれば 分から 分

は続けましょう。ただし、無理は禁物。はじめは 回 分間くらいから。
靴 膝を痛めないためにも、自分にあったウォーキング用の靴を用意しましょう。

大きく手を振って、つま先で地面を蹴って、かかとから着地 リズミカルに

【注意 】
暗くなると車から人間が見えません。夜に歩かれる方は、必ず、懐中電灯、反射板を使いましょう。
転倒に注意。
調子の悪いときは休みましょう。
汗をかかなくても息から水分は蒸発しています。水分補給を忘れないで。

さあ、仲間と一緒にウォーキング始めましょう。

豚肉の紅茶煮 材料と分量 （ 人分）材料と分量 作り方作り方

エネルギー
たん白質
脂質
塩分

香りさわやかでパワーアップ

鍋に湯を沸かし、紅茶ティーパック、ローリエ
を入れ、小房に分けたシメジをサッとゆでて取
り出す。
次に豚肉を入れて、 分 分煮る。（竹串が
スッと通ればよい。）
小松菜はゆでて、 位の長さに切り、絞って
おく。
のタレを小鍋に入れ、火にかけ一煮立ちさせ
た中に のしめじと の豚肉をうす切りにし、
つけ込む。
皿にゆでた小松菜を敷き、 を盛り付け、残っ
たタレをかけプチトマトを添える。

豚もも肉（かたまり）
紅茶ティーパック パック
水 適量
ローリエ（月桂樹の葉） 少々

シメジ
濃口しょうゆ 小さじ
酒 小さじ
酢 小さじ
みりん 小さじ

小松菜
プチトマト 個

お問い合わせは、保健衛生課 保健師（木江支所内）
（直通）



大
崎
上
島
町
役
場

電
話
（

）

国
民
年
金
で
は
、
被
保
険
者
を
第
一
号
被
保
険
者
、
第
二
号
被
保
険
者
、

第
三
号
被
保
険
者
の
三
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
就
職
・
退

職
・
転
職
・
結
婚
・
離
婚
な
ど
を
し
て
被
保
険
者
の
種
別
を
変
更
し
た
と

き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

各
種
届
出
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
原
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金
課

ま
た
は
本
庁
・
各
支
所
の
住
民
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き（
種
別
変
更
届
）は
済
ま
れ
ま
し
た
か

国
民

法

務

局

く

ら

し

の

相

談

所

法広
島
法
務
局
竹
原
支
局
職
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

月

日

時

時

場
所

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

登
記
（
売
買
、
相
続
、
建
物
新
築
、
地
目
変
更
、
会
社
の
設

立
、
役
員
変
更
な
ど
）、
戸
籍
（
婚
姻
、
養
子
縁
組
な
ど
）、
国
籍
（
国

籍
取
得
な
ど
）、
供
託
（
地
代
、
家
賃
供
託
、
給
与
差
し
押
さ
え
な
ど
）、

人
権
（
近
隣
関
係
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
な
ど
）、
そ
の
他

の
関
連
す
る
法
律
問
題
一
般

広
島
法
務
局
竹
原
支
局

古

電

話

帳

回

収

に

ご

協

力

を

古土
地
取
引
を
行
う
場
合
の
指
標
と
な
る
基
準
地
価
格

土
地

西
日
本
で
は
、

月
上
旬
か
ら
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を
お
届

け
し
ま
す
。
そ
の
際
、
引
き
換
え
に
現
在
使
用
し
て
い
る
電
話
帳
を
配
達

員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

で
は
、
環
境
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
紙
資
源
の
節
約
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
回
収
し
た
古
い
電
話

帳
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
新
し
い
電
話
帳
に
再
生
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
配
達
当
日
に
ご
不
在
の
方
に
つ
い
て
は
、
別
途
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
（

）

ま
で
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す
。

農地造成や建設工事などから発生する土砂を他の場所
へ搬出したり、埋め立てたりする場合、一定の規模以上
については、県知事への届出や許可が必要です。土砂を
適正に処理することにより災害発生の防止を目的として
います。（平成 年 月 日施行）
土砂搬出や埋立等を行う場合は、届出や許可が必要です。

以上の土砂の搬出 県知事への届出が必要です。
以上の土砂埋立行為 県知事の許可が必要です。

所有者の方が土砂埋立のため土地を提供する場合に遵
守していただくことがあります。
県庁治山室 アドレス（

）

月 日 東野保健福祉センター保健指導室
日 大崎上島開発総合センター 階会議室
日 大崎上島町木江支所 階第 研修室

時間 相談受付 三原社会保険事務所職員

独立行政法人平和祈念事業特別基金では、次の方々に
内閣総理大臣の書状等の贈呈をしています。
旧軍人等で恩給等を受けていない恩給欠格者の方
終戦に伴い本邦以外の地域から引き揚げてこられた方
請求書類は福祉課・住民課・大崎地域振興課の窓口で。
独立行政法人平和祈念事業特別基金（

アドレス ）

恩 給 欠 格 者、 引 揚 者 の 皆 様 へ恩

国民年金保険料の集合徴収及び年金相談国民

広島県土砂の適正処理に関する条例広 海技士及び小型船舶操縦士の更新講習
昨年 月 日に、船舶職員及び小型船舶操縦者法が

施行され、小型船舶操縦士の免許証が変わります。（現
在お持ちの免状は有効期間満了まで引き続き有効）
海技士（航海・機関・通信）を受講希望の方は、
日前までに必ず予約してください。
日時 月 日 受付 時 分 、講習開始 時 分
場所 東野文化センタ
該当者
更新は、海技免状に記載された有効期限の 年前から。
海技士の方で旧様式の海技免状をお持ちの方は、予
約時に有効期間起算日を確認します。（免状番号と
本籍をお知らせください）
小型船舶操縦士の免状の失効再交付講習を行います。
海技士（航海・機関・通信）の失効再交付講習は行
いません。
持参品 海技免状、ボールペン、本籍記載の住民票
通（小型船舶操縦士の新免許証には現住所が記載さ
れます）、写真 ミリ ミリ（パスポートサイズ）
正面・無帽・無背景のもの 枚（写真はできるだけ
カラー）
更新手続き中に乗船予定の方は、免状のコピーが必要。
海技士の方は住民票不要、写真は 。
紛失、失効の方は印鑑が必要です。
料金 小型 円（小型失効 円）大型 円
（送料は別途 円）
主催（問い合わせ・予約） 社団法人中国船舶職員養
成協会（中国海技学院） （直通）

海技



年 月 日 月 日

当番医は変更になることがあります。受診の前に確認してください。

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予 防 接 種

日
学習発表会（木江小、中野小）、新潮祭（東野中）、文化祭（木江中） 高

齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
（

月

日

ま
で
）

東野文化協会演芸発表会 東野小体育館
当番医 田村医院

火
育児相談 ふれあいホール （受付）
上島コスモス 三原市
農業委員会

水 健康栄養相談 東原下集会所 （受付）

木
広島商船文化セミナー 東野文化センター
生野島健康相談 生野島集会所

土 全国商船高等専門学校漕艇大会（ 日）

日
海技免状更新講習 東野文化センター 受付
学習発表会（東野小）、総合的な学習実践発表会（大崎中）

当番医 岡本医院
月
水 断酒会 東野保健福祉センター
木 健康相談 東野保健福祉センター
金 年末調整説明会 東野文化センタ
土

日

大崎上島ウォークラリー
東野親善ソフトボール大会
マルタとスーパーピアノトリオコンサート 大崎上島文化センタ 開演

当番医 寺元医院

火
ふれあい農園祭 大崎ふれあい農園

当番医 沖本クリニック

木
大崎上島町健康増進計画策定委員会ワーキング活動 東野保健福祉センター

金 育児相談 木江保健福祉センター （受付）
土 如水館中 高吹奏楽部コンサート 大崎上島文化センタ 開演

日
東野中音楽祭 大崎上島文化センタ
学習発表会（西野小）

当番医 ときや内科
火 国民健康保険税第 期、介護保険料（普通徴収）第 期
水 乳幼児相談 大崎上島開発総合センター （受付）
木 乳幼児相談 東野保健福祉センター （受付）
金 フッソ塗布 東野保健福祉センター （受付）
日 当番医 満岡医院

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予 防 接 種

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

県
内
各
地
の
行
事
、
主
な
公
的

機
関
の
住
所
・
名
簿
・
都
道
府
県

及
び
市
町
村
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
、

相
談
窓
口
な
ど
仕
事
や
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が
満
載
の
県
民
手
帳
。

ま
た
、
楽
し
く
読
み
な
が
ら

日
々
を
綴
る
農
業
日
誌
等
も
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
民
手
帳

ポ
ケ
ッ
ト
版（

）

冊

円（
税
込
み
）

デ
ス
ク
版（

）

冊

円（
税
込
み
）

農
業
日
誌
（

版
）

冊

円（
税
込
み
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
（

版
）

冊

円（
税
込
み
）

新
農
家
暦
（

版
）

冊

円（
税
込
み
）

申
し
込
み
受
け
付
け
（
販
売
）

は
、
本
庁
企
画
課
・
各
支
所
地
域

振
興
課
庶
務
係
。

申
込
チ
ラ
シ
の
世
帯
へ
の
回
覧

は
行
い
ま
せ
ん
。

企
画
課 県

民
手
帳
、

農
業
日
誌
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
、

新
農
家
暦

平成 年版平成 年版
税
を
考
え
る
週
間

月

日

日

税
を
考
え
る
週
間

月

日

日

風しん
月 日 日



発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

平平成成

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

年交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
生
ま
れ
の
わ
ん
ぱ
く

ち
ゃ
ん
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

お
子
さ
ん
は
、
お
気
に
入
り
の

写
真
を
企
画
課
ま
で
。（
各
支

所
地
域
振
興
課
庶
務
係
で
も
お

預
か
り
し
ま
す
）
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
（
地

区
名
）、
保
護
者
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
掲

載
要
件
は
、

月
に

歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
子
。
期
限
は

月

日
。
デ
ー
タ
で
い
た
だ
け

る
場
合
は
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
。

企
画
課

＠＠

月 日、大崎地区町民体育大会が中野小グラウンド
で開催されました。優勝は港チーム。職域リレーの優勝
は大崎美浜荘。美浜荘入所者のみなさんが見守る中、堂々
位でゴールしました。最優秀応援団賞は、鳴子を取り

入れて新しい工夫を凝らした東チームが選ばれました。
以前は、行政区ごとに のチームで競っていましたが、
小規模の区の選手数が不足してきたため、 年から
チーム編成としました。当初はとまどいもありましたが、
いまではすっかりなじんでいます。
閉会式では、 みなさんのこのパワーを、日々地域で

も生かしてください と住田貫
かん

生
せい

体育協会大崎支部長が
終わりの挨拶を述べました。
なお、 日に予定されていた東野・木江地区の大会は
雨のため中止となりました。

編
集
後
記

晩
秋
の
雨
は
冷
た
い
。
一
日
降

り
や
ま
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、

夜
更
け
て
後の

ち

の
月
に
会
え
ま
し
た

月
は
満
ち
た
り
欠
け
た
り
。
ど

ん
な
に
細
く
な
っ
て
見
え
な
く

な
っ
て
も
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
と
い
う
確
か
さ
に

安
堵
し
ま
す

今
月
の
テ
ー
マ
は

未
来
を
ゆ
た
か
に
。
か
た
ち

あ
る
も
の
も
な
い
も
の
も

秋
蒔

き
の
種
を
蒔
き
そ
び
れ
た
小
さ
な

庭
を
耕
す
う
ち
に
も
、
波
は
寄
せ

た
り
返
し
た
り

月
の
夜
に
、
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
を
聴
き
ま
し
た
。

歌
う
人
が
い
て
耳
を
傾
け
る
人
々

が
い
て
、
と
も
に
こ
の
ま
ち
で
。

寶
たから

井
い

歩
あゆむ

ちゃん
東野・矢弓区

住
すみ

田
だ

聖
ひじり

ちゃん
中野・向山区

月
曜
定
休

第

回

広
島
商
船
文
化
セ
ミ
ナ
ー

月

日

時

分

東
野
文
化
セ
ン
タ
ー

本
音
で
語
る
フ
ェ
リ
ー
問
題

流
通
情
報
工
学
科

講
師
風
呂
本
武
典

第

回

広
島
商
船
文
化
セ
ミ
ナ
ー


